
2022年4月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年3月11日

上場会社名 株式会社共和工業所 上場取引所 東

コード番号 5971 URL https://www.kyowakogyosyo.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 山口　真輝

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経営企画室長兼管理部長 （氏名） 東川　保則 TEL 0761-21-0531

四半期報告書提出予定日 2022年3月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2022年4月期第3四半期の連結業績（2021年5月1日～2022年1月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年4月期第3四半期 8,378 53.6 1,083 419.9 1,116 155.0 777 137.0

2021年4月期第3四半期 5,455 △12.9 208 △37.7 437 △2.4 327 △2.0

（注）包括利益 2022年4月期第3四半期　　761百万円 （35.3％） 2021年4月期第3四半期　　562百万円 （197.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年4月期第3四半期 572.31 ―

2021年4月期第3四半期 241.50 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年4月期第3四半期 15,418 12,899 83.7

2021年4月期 14,452 12,246 84.7

（参考）自己資本 2022年4月期第3四半期 12,899百万円 2021年4月期 12,246百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年4月期 ― 0.00 ― 80.00 80.00

2022年4月期 ― 0.00 ―

2022年4月期（予想） 100.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 4月期の連結業績予想（2021年 5月 1日～2022年 4月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 36.1 1,200 117.3 1,300 60.1 900 57.4 662.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年4月期3Q 1,360,000 株 2021年4月期 1,360,000 株

② 期末自己株式数 2022年4月期3Q 2,297 株 2021年4月期 2,297 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年4月期3Q 1,357,703 株 2021年4月期3Q 1,357,733 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、度重なる緊急事態宣言の発出による経済活動の制限が続くな

か、ワクチン接種の進展を背景に経済活動の正常化が進み、総じて緩やかな回復基調にありました。国外において

も、各国政府による経済対策等を背景に経済活動の正常化が進み、底堅い回復が続きました。一方で、変異種を主

要因とする感染症拡大懸念もあり、先行き不透明な状態が続いております。

　当社主要取引先である建設機械業界においては、前年同期における感染症の影響が縮小し、需要が堅調に推移い

たしました。

　このようななか、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の経営成績は、下記のとおりとなりま

した。

　当第３四半期連結累計期間は、売上高83億78百万円（前年同期比53.6％増、29億23百万円増）、営業利益10億83

百万円（前年同期比419.9％増、８億75百万円増）、経常利益11億16百万円（前年同期比155.0％増、６億78百万円

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益７億77百万円（前年同期比137.0％増、４億49百万円増）となりまし

た。

　主要な事業部門別の概況は以下のとおりであります。なお、当社グループは単一セグメントであるため、セグメ

ントごとに記載しておらず、事業部門別に区分して記載しております。

「建設機械部門」

　建設機械部門の売上高は、78億96百万円（前年同期比56.5％増、28億51百万円増）となりました。

「自動車関連部門」

　自動車関連部門の売上高は、１億２百万円（前年同期比55.4％減、１億27百万円減）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高が38百万円減少しております。

「産業機械部門」

　産業機械部門の売上高は、96百万円（前年同期比77.5％増、42百万円増）となりました。

「その他部門」

　その他部門の売上高は、２億82百万円（前年同期比125.5％増、１億57百万円増）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高が９百万円増加しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ９億66百万円増加し、154億18百万円となり

ました。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産が３億54百万円、電子記録債権が２億１百万円、有形固定資

産その他が１億78百万円、投資有価証券が１億64百万円、現金及び預金が１億７百万円それぞれ増加したこと等に

よるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ３億13百万円増加し、25億19百万円となりまし

た。これは主に、長期借入金が１億６百万円、流動負債その他が１億５百万円、買掛金が92百万円それぞれ増加し

たこと等によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ６億52百万円増加し、128億99百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が６億68百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年12月９日の「2022年４月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との

差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,167,612 5,275,607

受取手形及び売掛金 1,985,439 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,339,492

電子記録債権 576,881 778,173

有価証券 1,700,000 1,700,000

商品及び製品 394,362 451,428

仕掛品 185,124 244,546

原材料及び貯蔵品 151,077 184,983

その他 27,142 9,628

流動資産合計 10,187,641 10,983,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 927,418 887,335

機械装置及び運搬具（純額） 853,031 712,773

その他（純額） 533,975 712,121

有形固定資産合計 2,314,425 2,312,230

無形固定資産 12,930 9,910

投資その他の資産

投資有価証券 1,501,975 1,666,123

関係会社株式 245,538 255,323

その他 189,599 191,323

投資その他の資産合計 1,937,113 2,112,770

固定資産合計 4,264,469 4,434,910

資産合計 14,452,110 15,418,771

負債の部

流動負債

買掛金 628,078 720,462

１年内返済予定の長期借入金 154,000 168,000

未払法人税等 173,249 232,853

賞与引当金 190,400 122,575

その他 408,316 514,099

流動負債合計 1,554,044 1,757,991

固定負債

長期借入金 24,000 130,000

役員退職慰労引当金 256,677 272,729

退職給付に係る負債 243,331 261,975

その他 127,171 96,463

固定負債合計 651,180 761,168

負債合計 2,205,225 2,519,159

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 592,000 592,000

資本剰余金 464,241 464,241

利益剰余金 10,054,026 10,722,448

自己株式 △9,421 △9,421

株主資本合計 11,100,845 11,769,268

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 635,014 542,707

為替換算調整勘定 511,024 587,635

その他の包括利益累計額合計 1,146,039 1,130,342

純資産合計 12,246,885 12,899,611

負債純資産合計 14,452,110 15,418,771
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

売上高 5,455,391 8,378,642

売上原価 4,483,947 6,326,858

売上総利益 971,444 2,051,783

販売費及び一般管理費 763,027 968,252

営業利益 208,416 1,083,530

営業外収益

受取利息 10,865 7,250

受取配当金 25,502 34,187

投資有価証券評価益 33,850 －

雇用調整助成金 112,154 －

補助金収入 23,160 －

持分法による投資利益 2,948 9,785

その他 23,338 17,366

営業外収益合計 231,819 68,590

営業外費用

支払利息 655 710

為替差損 338 5,780

固定資産売却損 1,535 －

投資有価証券評価損 － 28,996

その他 － 324

営業外費用合計 2,530 35,812

経常利益 437,706 1,116,309

税金等調整前四半期純利益 437,706 1,116,309

法人税、住民税及び事業税 70,366 328,962

法人税等調整額 39,445 10,307

法人税等合計 109,812 339,270

四半期純利益 327,894 777,039

親会社株主に帰属する四半期純利益 327,894 777,039

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

四半期純利益 327,894 777,039

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 203,528 △92,307

為替換算調整勘定 31,317 76,610

その他の包括利益合計 234,845 △15,696

四半期包括利益 562,739 761,342

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 562,739 761,342

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第２四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社共和ワークスタイルを連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、有償受給取引につい

ては、従来有償支給元への売り戻し時に売上高と売上原価を計上しておりましたが、その一部については加工代相当

額のみを純額で収益として認識する方法に変更することといたしました。また、従来営業外収益として計上していた

もののうち、金型取引等顧客に対して財又はサービスを移転するものについては、売上高として計上することといた

しました。

　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の

販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、

出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が28,459千円、売上原価が41,639千円減少し、営業利益が13,179千

円増加しておりますが、営業外収益が13,179千円減少したことにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

としました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな

表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありませ

ん。
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